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　令和６年７月１日からの豪雨により発生した災害に対して、以下の復旧事業を行う。

事 業 名 7月1日からの豪雨に伴う災害復旧関連事業

農林水産施設災害復旧

土木施設災害復旧

その他災害関連事業

補正前 補正額 計

農業用施設災害復旧事業

・補助災害復旧
　農地：20件 施設：12件
・単市災害復旧
　農地：23件 施設：71件

35,000 137,300 172,300

林業用施設災害復旧事業 ・林道：31件 66,700 66,700

合計 35,000 204,000 239,000

（単位：千円）

被災件数等事業名担当課名

農林水産整備課

R6予算

補正前 補正額 計

土木施設一般災害復旧事業
・道路：23件
・河川：17件

75,000 476,800 551,800

土木施設補助災害復旧事業
・道路：17件
・河川：37件

1,666,000 1,666,000

住宅政策課 土木施設一般災害復旧事業（公営住宅）・市営西の尾住宅（法面崩落） 9,000 9,000

公園緑地課 土木施設補助災害復旧事業（都市公園）
・火の山公園（法面崩落）
・老の山公園（法面崩落、展望デッ
キ被災）

52,800 52,800

合計 75,000 2,204,600 2,279,600

（単位：千円）

担当課名 事業名 被災件数等
R6予算

道路河川管理課

補正前 補正額 計

農林水産整備課 林道災害拡大防止事業 ・林道：2件 30,500 30,500

住宅政策課 市営住宅敷地法面崩落予防事業 ・市営西の尾住宅（法面崩落予防） 6,000 6,000

合計 36,500 36,500

（単位：千円）

担当課名 事業名 施工件数等
R6予算

（災害復旧費）

（災害復旧費）
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１　事業の概要・取組

２　事業の目標指標（活動指標）

３　参考情報

４ 予算情報

5,600

事 業 名

予 算 区 分

総合計画の体系

一般会計　総務費　総務管理費　企画費

担 当 課 名 共創イノベーション課

公民共創加速化事業

一般財源 5,600 5,600

財

源

国庫支出金

市債

その他特定財源

県支出金

事 業 費

主
要
な
経
費

委託料

（単位：千円）

3

計
年  度 R５予算

R6予算
R7予定

補正前 補正額

公民共創プロジェクトの創出 5 5件

5,6005,600

5,600 5,600 5,600

5,600

開 始 年 度 令和6年度

指標説明 最終（R８年度）

概　　要

令和６年度の
主な取組

　令和6年4月に総合政策部に新たに共創イノベーション課が設置され、公
民共創による事業を展開しているところである。この公民共創の取り組み
をさらに加速させるために、総務省の外部専門家（地域力創造アドバイ
ザー）制度を活用して事業を推進する。

　地域活性化の取り組みに関する知見やノウハウと実践力を併せ持つ外部
専門家（地域力創造アドバイザー）を招聘し、関係人口の創出・拡大に向
けて公民共創プロジェクトの創出を行う。

R５(実績)単位 R７R６

第１章　第４節　連携・交流の推進 実施計画番号 ―

様式１（ソフト事業） 総合政策部

事業イメージ
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１　事業の概要・取組

２　事業の目標指標（活動指標）

３　参考情報

４ 予算情報

第８章　第４節　行財政の健全化 実施計画番号 ―

様式１（ソフト事業） 財政部

開 始 年 度 令和4年度

指標説明 最終（R6年度）

概　　要

令和６年度の
主な取組

　モーターボート競走事業の収益金を活用して、ボートレース未来基金へ
積み立てを行うもの。

　ボートレース事業会計の剰余金処分において、一般会計への繰出として
処分された利益剰余金を受け入れ、ボートレース未来基金に積み立てる。
　ボートレース未来基金積立額　12,000,000千円

R５(実績)単位 R７R６

年  度 R５予算
R6予算

R7予定
補正前 補正額

（単位：千円）

計

　●令和6年8月1日現在　基金現在高
　　　ボートレース未来基金　9,546,985千円

事 業 費

主
要
な
経
費

積立金 12,000,000

12,000,000 12,000,000

12,000,000

国庫支出金

市債

その他特定財源

県支出金

事 業 名

予 算 区 分

総合計画の体系

一般会計　総務費　総務管理費　ボートレース未来基金費

担 当 課 名 財政課

ボートレース未来基金積立金

一般財源 12,000,000 12,000,000

財

源

（単位：千円）

積立て 取崩し
ボートレース未来基金 9,546,985 12,000,000 5,771,450 15,775,535

区分 R6.8.1現在高
R6中の動向 R6末現在高

見込み
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１　事業の概要・取組

２　事業の目標指標（活動指標）

３　参考情報

４ 予算情報

財

源

一般会計　民生費　児童福祉費　児童措置費

84,900

一般財源

その他特定財源
（基金繰入金）

42,450 42,450

84,900

市債

県支出金 42,450 42,450

国庫支出金

169,800

補正前 補正額 計

主
要
な
経
費

補助金 84,900 84,900 169,800

事 業 費 84,900 84,900

概　　要
　保育中の事故を防止するとともに、保育士の業務負担の軽減や、保育の
質の向上を図るため、国の配置基準を超えて３歳未満児クラスに保育士を
配置する私立保育所等に対し、加配保育士の人件費を補助する。

令和６年度の
主な取組

　各施設に本事業の趣旨や目的等を説明し、令和６年１０月分から補助事
業を開始する。

補助施設数 施設 38 38

最終（R8年度）指標説明 単位 R５(実績) R６ R７

様式１（ソフト事業） こども未来部

事 業 名 保育士独自加配支援補助金

予 算 区 分

総合計画の体系 第３章　第１節　子ども・子育て支援の充実 実施計画番号 —

担 当 課 名 幼児保育課 開 始 年 度 令和6年度

（単位：千円）
R6予算

38

【対象施設】　　　　　　　　　　【補助金額】

年  度 R５予算 R7予定

施設区分 対象施設数
私立保育所 24施設
私立認定こども園 13施設
事業所内保育事業所 1施設

合計 38施設

利用定員 対象施設数(A) 年額上限(B) 補助金額(半年額)(A)×(B)÷2

30人以下 2施設 1,900,000円 1,900,000円
31人～70人 7施設 3,000,000円 10,500,000円
71人～110人 13施設 4,200,000円 27,300,000円

111人～150人 12施設 5,400,000円 32,400,000円
151人以上 4施設 6,400,000円 12,800,000円

合計 38施設 84,900,000円
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１　事業の概要・取組

２　事業の目標指標（活動指標）

３　参考情報

新規認定通知受理及び給付状況
（R6.8.1 時点）

R3年度：認定2名　給付2名
R4年度：認定2名　給付2名
R5年度：認定8名　給付8名
R6年度：認定4名　給付2名

４ 予算情報

指標説明 単位 R５(実績) R６ R７ 最終（R６年度）

（単位：千円）
R6予算

100

総合計画の体系 第７章　第１節　保健・医療の充実 実施計画番号 —

担 当 課 名 保健医療政策課 開 始 年 度

様式１（ソフト事業） 保健部

事 業 名 予防接種対策給付金（健康被害）

予 算 区 分 一般会計　衛生費　保健衛生費　予防費

令和3年度

概　　要
　予防接種法に基づき、新型コロナウイルス予防接種による健康被害が国
により認定された方に対し障害年金等の給付金を支給するもの。（国負担
率10割）

令和６年度の
主な取組

　予防接種法に基づき、健康被害に係る申請を受理し山口県及び厚生労働
省に進達し、国により認定された方へ給付金を支給する。また、治療継続
中の方（予防接種被害者健康手帳所持者）や障害年金受給者に対しても引
き続き給付金を支給する。

本市が新規認定の通知を
受理した方に対し

給付金を支給した割合
％ 100 100

年  度 R５予算 R7予定

事 業 費 2,000 2,400 43,000 45,400

補正前 補正額 計

主
要
な
経
費

負担金 2,000 2,400 43,000 45,400

国庫支出金 2,000 2,400 43,000 45,400

県支出金
財

源

一般財源

その他特定財源

市債
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１　事業の概要・取組

２　事業の目標指標（活動指標）

３　参考情報

４ 予算情報

デジタルノマド(IT技術等を利用したリモートワーカー)
ノマド(遊牧民)のように国内外を旅しながら仕事をする人々。
デジタルノマドビザ(令和6年4月1日施行)
外国企業等との雇用契約により、最長6ヶ月滞在が可能。
※条件：年収1,000万円以上、医療保険に加入、ビザ免除の
対象及び租税条約を締結する国・地域の国籍を有すること。
デジタルノマド市場(令和4年調査)
デジタルノマド人口は3,500万人以上、経済効果は約119兆円(試算)。

事 業 名

予 算 区 分

総合計画の体系

一般会計　商工費　観光費　観光振興費

担 当 課 名 観光政策課

デジタルノマド受入モデル創出実証事業

一般財源 10,000 10,000

財

源

国庫支出金

市債

その他特定財源

県支出金

事 業 費

主
要
な
経
費

委託料

（単位：千円）

10

計
年  度 R５予算

R6予算
R7予定

補正前 補正額

招聘するデジタルノマド人数 10人

10,000

10,000 10,000

10,000

開 始 年 度 令和6年度

指標説明 最終（R6年度）

概　　要

令和６年度の
主な取組

令和6年4月の「デジタルノマドビザ」発行など、デジタルノマドは新し
いインバウンド市場として注目される。今後、優秀かつ高収入なデジタル
ノマドの誘致は自治体間での競争激化が想定され、「西のゴールデンルー
ト」推進調査でも行政が行うべき施策として有識者から示されたことか
ら、その誘致を推進し、インバウンド需要の拡大を図るもの。

デジタルノマドを招聘したFAMツアー（現地視察ツアー）を実施。ツアー
に参加するインフルエンサーと連携して、デジタルノマド向けの滞在プロ
グラムや魅力ある体験型観光プログラムに向けた分析・検証を行うととも
にノマド特有の幅広いネットワークを活用し、本市の認知度向上とプロ
モーションを図る。

R５(実績)単位 R７R６

第１章　第２節　観光・レクリエーション
の振興

実施計画番号 —

様式１（ソフト事業） 観光スポーツ文化部
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１　事業の概要・取組

２　施設の概要、計画等

３ 予算情報

様式２（ハード事業・その他） 観光スポーツ文化部

事 業 名 海響館ライトアップ整備事業

予 算 区 分 一般会計　商工費　観光費　観光施設費

総合計画の体系
第１章　第２節　観光・レクリエーション
の振興

実施計画番号 —

担 当 課 名 観光施設課 開 始 年 度 令和6年度

概　　要

　令和６年３月に行った社会実験の成果を踏まえ、海響館のライトアップ
（照明演出）による夜間観光の魅力向上により、夜間の海響館及び周辺エ
リアへの観光誘致を促進させることで、宿泊需要の喚起や飲食を含めた滞
在型観光の一層の推進を図るもの。

令和６年度の
主な取組

 「あるかぽーと・唐戸エリアマスタープラン」の実現に向けて、設計・施
工一括発注方式により実施することで、工期短縮、工事品質の確保を図
る。

年  度 R５予算 R7予定

（単位：千円）
R6予算

補正前 補正額 計

事 業 費 54,000

主
要
な
経
費

委託料 54,000

国庫支出金

県支出金
財

源

一般財源 54,000

その他特定財源

市債

〇ライトアップスケジュール（予定）

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

補正予算 ライトアップ実装

令和６年度 令和７年度

議会 公告 入札 ○実施設計 工事

休館期間（７か月）

　通年実施（点灯：18時～22時）

〇ライトアップ概要（予定）
　光源74基及びテープライト

債
務
負
担
行
為
の
設
定

〇債務負担行為 （単位：千円）

事項 期間 限度額

海響館ライトアップ整備事業 令和７年度 54,000
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１　事業の概要・取組

２　施設の概要、計画等

３ 予算情報

様式２（ハード事業・その他） 都市整備部

事 業 名 新総合体育館整備事業

予 算 区 分 一般会計　土木費　都市計画費　公園費

総合計画の体系 第１章　第１節　文化・スポーツの振興 実施計画番号 1

担 当 課 名 公園緑地課 開 始 年 度 平成30年度

概　　要
　下関運動公園において、下関市体育館及び下関市障害者スポーツセン
ター等を再編し、本市スポーツ振興の中心拠点及びイベント会場等として
総合体育館を整備する。

令和６年度の
主な取組

　物価高騰等に伴い、既存体育館解体工事等に係る事業費を増額し、併せ
て債務負担行為を再度設定するもの。
・新総合体育館建設工事
・既存体育館解体工事及び駐車場・庭球場建設工事
・建設工事等のモニタリング業務

年  度 R５予算 R7予定

（単位：千円）
R6予算

補正前 補正額 計

事 業 費 762,109 1,252,156 153,677 1,405,833

主
要
な
経
費

公有財産購入費 715,711 1,171,956 153,677 1,325,633

委託料 6,398 7,380 7,380

工事請負費 40,000 72,820 72,820

国庫支出金 431,950 432,569 76,838 509,407

782,400 76,800 859,200

県支出金
財

源

一般財源 9,059 187 39 226

その他特定財源
（基金繰入金）

37,000 37,000

市債 321,100

【PFI事業の概要】

○事業対象

新総合体育館、下関運動公園駐車場：新設

下関市営下関庭球場 ：増設

下関市体育館、下関市相撲場 ：解体･撤去

○事業契約の相手方

あすも下関(株)

○事業期間

R3年6月30日からR21年3月31日まで

○事業費

契約額：10,258,297千円

○債務負担行為（R7年度からR20年度まで）

限度額：3,001,262千円

【事業スケジュール】

R6.9月 憩いの広場供用開始

R7.4月 駐車場・庭球場供用開始

R3 R4 R5 R6 R20
設計

新総合体育館建設
既存体育館解体等
維持管理・運営

モニタリング（設計建設分）
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１　事業の概要・取組

２　施設の概要、計画等
【施設概要】

山　頂　： 展望デッキ、アスレチック、屋内展望施設
芝生広場、園路等

山　麓　： キャンプ場、立体駐車場、園路等

【事業スケジュール】
令和7年度中 展望デッキ、アスレチック、キャンプ場完成予定

屋内展望施設、山頂芝生広場、山麓立体駐車場工事着手

【継続費の変更】

３ 予算情報

様式２（ハード事業・その他） 都市整備部／教育委員会

事 業 名 火の山公園再編整備事業

予 算 区 分
一般会計　土木費　都市計画費　公園費
一般会計　教育費　社会教育費　文化財保護費

総合計画の体系
第１章　第２節　観光・レクリエーション
の振興

実施計画番号 4

担 当 課 名 公園緑地課 ／ 文化財保護課 開 始 年 度 令和5年度

概　　要
　火の山地区の観光施設及び公園の再編整備を実施する。これにより、観
光客や市民がゆっくりと滞在できる空間や、遊び・学びの場を創出する。

令和６年度の
主な取組

　国からの補助金の内示が減額したことに伴い、令和6年度事業費を減額
し、併せて継続費を変更するもの。
・展望デッキ、アスレチック、キャンプ場等の整備工事
・山頂芝生広場、山麓立体駐車場の実施設計
・文化財調査

年  度 R５予算 R7予定

（単位：千円）
R6予算

補正前 補正額 計

事 業 費 161,000 1,463,250 ▲ 300,000 1,163,250 1,519,000

主
要
な
経
費

委託料（設計委託・監理
委託）

158,700 75,050 75,050 162,000

工事請負費 1,309,200 ▲ 300,000 1,009,200 1,340,000

事務費 1,000 50,600 50,600 17,000

国庫支出金 63,480 543,700 ▲ 120,000 423,700 588,000

802,000 ▲ 162,000 640,000 809,100

県支出金
財

源

一般財源 920 550 550 121,900

その他特定財源
（基金繰入金）

11,000 117,000 ▲ 18,000 99,000

市債 85,600

年度 事業費（千円） 年度 事業費（千円）
R6 1,165,000 R6 865,000
R7 645,000 R7 945,000
計 1,810,000 計 1,810,000
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１　事業の概要・取組

２　施設の概要、計画等
【待合施設整備】

事業期間：令和６～８年度
事 業 費：270,000千円（概算）
（内訳）設計（R6） ： 30,000千円

工事（R7,8)：240,000千円

【フェンス設置】
　工事請負費 40,000千円
　フェンス一式（門扉２か所含む）

３ 予算情報

県支出金

第５章　第６節　港湾の振興 実施計画番号 8

様式２（ハード事業・その他） 港湾局

事 業 名 新港地区ふ頭用地整備事業

予 算 区 分 港湾会計　港湾費　建設費　新港地区ふ頭用地整備事業費

総合計画の体系

補正額 計

令和6年度

概　　要

　新港地区のクルーズ客船受入に際し、ＭＳＣクルーズ社による旅客ター
ミナルが整備されるまでの代替として、仮設の旅客待合施設を整備し、ク
ルーズ旅客の受入環境の向上を図るもの。
　また、貨物量増加への対応として、クルーズ駐車場を荷さばき地として
も活用できるよう、指定保税地域の要件であるフェンスを設置するもの。

令和６年度の
主な取組

【待合施設整備】
　設計業務（施設概要：大型テント等(1,000㎡程度)、トイレ、空調設備）
【フェンス設置】
　クルーズ駐車場北側に、貨物の適正な保全を図るためのフェンス設置

担 当 課 名

97,000 39,200 70,000 109,200

開 始 年 度

（単位：千円）

96,000

補正前

振興課 ／ 施設課

年  度 R５予算
R6予算

R7予定

事 業 費

財

源

国庫支出金 10,000 10,000 32,000

主
要
な
経
費

委託料

工事請負費 91,800 37,000 40,000 77,000 96,000

30,000 30,000

事務費 5,200 2,200 2,200

64,000

その他特定財源

市債 97,000 39,200 60,000 99,200

一般財源

ターミナル施設がなく

屋外で待機する乗客

施工図案

クルーズ

駐車場

延長L=140m

フェンス・門扉

待合施設

現指定保税地域

追加する指定保税地域

既設フェンス

参考:大阪港 大型テント
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